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金属膜の水素透過現象を利用して金属表面へ入射する水素原子流束を推定できる. 

その概念図を図 1 に示す. プラズマ放電によって生じた水素原子は金属膜に入射し

透過して, 裏面で再結合した水素分子は透過流束として計測される. 放電後は, 金

属膜内に吸蔵された水素原子が水素分子として

膜の両面から放出される. 

入射流束を得るには, 計測された透過流束か

ら逆算を行う必要がある. 本研究では金属膜に

おける水素輸送シミュレーションFESTIM[1]を

用いて, 放電中に計測された透過流束の時間変

化の再現を行うことで入射流束の時間変化を再

構築する. なお, 入射流束の再構築においてプ

ラズマ側の膜表面からの水素放出を決定づける

再結合係数 kuが, 放電による表面汚染の影響で

変化する可能性がある. そのため, 放電毎に放

電後の透過流束の減衰挙動に解析解をフィッテ

ィングすることで kuを推定する必要がある.  

QUEST において Kuzmin が PdCu 膜を用いて

行った計測（水素供給 2.0 ml/min [t = 1 ~ 
9s], 放電開始 t ≈ 1.5s, 放電終了 t ≈ 60 s）
における透過流束の時間変化を図 2 に示

す. 放電終了後の減衰挙動に折れ曲がり

が観測された. そのため, kuを 2 通り仮

定し, 折れ曲がりの前半および後半の領

域でそれぞれフィッティング評価を行っ

た結果とその ku を用いて再構築した入射

流束の時間変化を図 2 に示す. フィッテ

ィングから得られた 2 つの再結合係数か

ら算出される入射流束について, 放電終

了直前(t ≈ 60 s）で, kuが小さい場合は ku
が大きい場合に比べて約 48%低い値を示

した. 
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図 1 透過プローブ計測の概念図 

図 2 透過流束計測データ,減衰部分の

フィッティング結果と FESTIM で

再構築した入射流束(#34316) 


